
令和３年度事業報告 

概 要 

急速な超高齢社会・少子社会の進展、家庭や地域のつながりの希薄化による社会的

孤立、子供の貧困と虐待、更にはウイルス感染症の拡大など、地域社会には様々な生

活諸問題が生じています。 

地域福祉の中核的役割を担う本会においては、地域福祉推進の指針となる第２期壬

生町地域福祉計画と併せて策定した第２期壬生町地域福祉活動計画（令和元年度～５

年度）の３年目にあたり、住民を始め関係機関及び関係団体と協力し、地域福祉に関

する各種福祉事業や小地域福祉活動を積極的に展開しました。 

特に本年度は、新たな時代背景と地域課題に対応するため「空き缶プレス事業」の

実施により、これまで福祉の対象者とされていた障がいを持つ方の作業が、次の福祉

を生み出す「循環型福祉事業」を展開しました。 

また未来を担う児童の福祉分野においては、放課後児童に遊びや生活の場を提供す

る「放課後児童クラブ」の運営を６ヶ所に増やし、仕事と子育ての両立及び児童の健

全育成を支援しました。 

障がい者関係事業としては、就労支援施設「むつみの森」及びこども発達支援セン

ター「ドリームキッズ」の指定管理者（令和３年度～令和４年度）として組織基盤や

財政基盤の健全化を図り、住民から信頼される施設となるよう努めました。 

以下、本年度の実施状況につきましては、次のとおりです。 

 

 

 

 

 



会議・監査会 
１ 理事会 

回 開催日 出席者数 付 議 内 容 

第１回 ６月１４日 
 

理事 １１名 
監事  ２名 

（１）会長及び常務理事の業務執行状況について（報告） 
（２）会長専決事項について（報告） 
（３）令和２年度事業報告について 
（４）令和２年度決算について 
（５）評議員会の開催について 
（６）定款細則の一部改正について 

第２回 ６月２９日 
 

理事 １０名 
監事  ２名 

（１）会長の選定について 
（２）副会長の選定について 
（３）常務理事の選定について 
（４）評議員選任・解任委員会の開催について 
（５）評議員候補者の推薦について 
（６）評議員選任・解任委員の選任について 
（７）第三者委員の選任について 
（８）経理規程の一部改正について 

第３回 １２月１７日 理事 １０名 
監事  ２名 

（１）会長専決事項について（報告） 
（２）会長及び常務理事の業務執行状況について（報告） 
（３）令和３年度資金収支補正予算（第１号）について 
（４）定款の一部改正について 
（５）評議員会の開催について 

第４回 ２月２５日 
決議の省略 

（書面決議) 

理事 １４名 
監事  ２名 

（１）会長専決事項について（報告） 
（２）令和３年度資金収支補正予算（第２号）について 
（３）役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正

について 
（４）経理規程の一部改正について 
（５）評議員選任・解任委員会運営細則の一部改正につい

て 
（６）役員等賠償責任保険契約の締結について 
（７）令和４年度事業計画について 
（８）令和４年度資金収支予算について 
（９）第３回評議員会の開催について 
（10）令和４年度利益相反取引の承認について 

 
２ 評議員会 

回 開催日 出席者数 付 議 内 容 

第１回 ６月２９日 評議員１９名 
 

（１）令和２年度事業報告について 
（２）令和２年度決算について 
（３）理事及び監事の選任について 
（４）定款細則の一部改正について 

第２回 １月１２日 評議員２２名 
 

（１）令和３年度資金収支補正予算(第１号)について 
（２）定款の一部改正について 

第３回 ３月１８日 
決議の省略 

（書面決議) 

評議員２９名 
 

（１）令和３年度資金収支補正予算（第２号）について 
（２）役員等の報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正

について 
（３）令和４年度事業計画について 
（４）令和４年度資金収支予算について 
（５）理事の選任について 

 
３ 評議員選任・解任委員会 

回 開催日 出席者数 付 議 内 容 

第１回 ６月２９日 委員  ５名 （１）評議員の選任について 

※「決議の省略」につきましては、社会福祉法及び本会定款に基づき、理事会においては全理事の同
意書及び全監事の確認書、また評議員会においては全評議員の同意書、評議員選任・解任委員会につ



きましては、全委員の同意書を徴しております。 
 
４ 監査会 

回 開催日 出席者数 監 査 内 容 

第１回 ５月２５日 監事 ２名 （１）令和２年度事業報告について 
（２）令和２年度決算について 

第２回 １１月 ２日 監事 ２名 （１）令和３年度上半期事業報告について 
（２）令和３年度上半期決算について 

※税理士の会計指導を併せて実施した。 
 
事 業 
１ 法人運営 
（１）社会福祉協議会の会員募集の推進及び強化 

①会員加入と会費の状況 

会員区分 会費区分 会員数 会費額 

普通会員 ５００円 ９,５９２世帯 ４,７９６,２８０円 

特別会員 １０，０００円 １１１名  １,１２０,０００円 

賛助会員 ５，０００円 ６２名  ３１０,０００円 

協力会員 ２，０００円 ２２８名  ４５６,０００円 

合  計   ６,６８２,２８０円 

②『ふくし』パワーアッププロジェクト事業（福祉的財源循環事業） 
社協会費の一部を活用し、就労支援施設「むつみの森」の利用者による自主生産品を

社協会員（特別会員・賛助会員）に贈呈する。むつみの森利用者の収入並びに障がい福
祉の向上、更に福祉的財源の循環による持続可能な取り組みを行う。 

（２）寄付金 １４件 計 ２３２,８０２円 
（３）福祉基金積立額 ９１,６７７,１７９円（令和４年３月３１日現在） 
（４）高額寄付者表彰 被表彰者 １名 
（５）募金箱を公共施設、商店等に設置した。 １０箇所 
（６）物品寄付 ２５件（タオル・衣類・お米等） 
（７）社協だよりを発行 年４回 

①クイズコーナーの設置 応募件数 ３７件 
社協だよりの記事にクイズコーナーを設け、読者と一体感のある住民参加型の広報誌

を作成する。クイズ正解者には就労支援施設「むつみの森」の自主生産品をプレゼント
し、広報力の強化と障がい者福祉の向上を図る。 

 
２ 地域福祉活動事業 
（１）高齢者福祉活動 

①介護保険外ホームヘルプ事業 月平均１名利用（通院介助） 
②車いすの貸出し事業 

所有台数 貸出延べ回数 貸出中の台数 

２３台 ４５回 ２台 

③お達者サロンの自主的な運営の支援（参加者同士の交流と健康体操等を実施した。）※
コロナウイルス感染防止等のため、参加人数減少 

サロン名 会場名 開講年度 延参加人数 

睦地区お達者サロン むつみの森 平成１８年 １３８名 

安塚地区お達者サロン 安塚地区コミュニティセンター 平成１９年 ４４９名 

六美のぞみお達者サロン 六美町南部自治会公民館 平成２１年 ２１２名 

下表町お達者サロン 下表町公民館 平成２３年 ２１４名 

上田お達者サロン 上田公民館 平成２４年 ８８名 

あけぼのお達者サロン あけぼの公民館 平成２４年 １７９名 

幸町１丁目お達者サロン おもちゃのまち第４児童公園 平成２４年 １２１名 

原坪お達者サロン 原坪公民館 平成２５年 １５１名 

駅東サロンあやめ 駅東町公民館 平成２５年 ３４２名 

東下台いきいきサロン 東下台公民館 平成２５年 ２７１名 



城南お達者サロン 城南公民館 平成２５年 ２４６名 

落合地区お達者サロン 落合公民館 平成２５年 １０３名 

至宝地区お達者サロン 至宝公民館 平成２５年 ９６名 

西高野すみれお達者サロン 西高野公民館 平成２６年 １５２名 

交流館ふれあいイキイキサロン ふれあい交流館 平成２６年 ２９９名 

上稲葉イキイキサロン 稲葉地区公民館 平成２６年 １４７名 

万町お達者サロン 万町公民館 平成２６年 ３４１名 

至宝夢サロン 至宝公民館 平成２６年 １５名 

緑１・２お達者サロン おもちゃのまち幼児公園 平成２７年 ８５名 

北小林お達者ファミリー 北小林公民館 平成２７年 ２０４名 

むつみの郷（六美北部） むつみの郷(個人宅) 平成２９年 １４２名 

サロンあじさい(六美南部) 六美町南部自治会公民館 平成２９年 ２６４名 

幸町２丁目ゆずり葉お達者サロン おもちゃのまち第２児童公園 平成２９年 １８２名 

憩のなかま 中通町公民館 平成３０年 １４４名 

下馬木お達者サロン 下馬木地区公民館 令和 元年 ４５名 

２５ヶ所  ４,６３０名 

④認知症高齢者介護者サロン開催への協力 ５回 
⑤高齢者見守りネットワーク事業（受託事業） 

・見守りチーム員のボランティア保険加入手続き ２４４名 
（２）障がい者福祉活動 

①リフト付ワゴン車の貸出事業 貸出回数５回（令和３年１０月車両廃車のため休止） 
②視覚障がい者等に対する朗読テープ「声の広報」活動（町発行の広報、社協だより等の
朗読活動 対象２名） 

（３）生活困窮者等への援助事業 
①被災世帯への支援活動 見舞金支給 １件（火災１件） 
②被災地支援ボランティア保険(天災・地震補償プラン)の助成 ７名 
③路病者等の援助 １件 
④生活困窮者への現物支給 

・アルファ米 ２件（５食） 
・フードサポーター登録事業（新規登録者６名、利用者１１名） 

⑤学校制服リサイクル事業 協力者７名(４８点)、利用者２１名(８５点)、在庫数２７７点 
⑥生理用品等の無料配付（ハートフラワー事業）２００件 

（４）団体支援事業（助成及び事務局） 
①心身障害児者親の会事務局を担当。 

心身障害児者親の会は、会員相互の親睦と障がい者に対する理解と愛護思想の普及、
関係団体との連絡調整を目的として、心身の障がい児者及び保護者と目的に賛同する者
で組織されており、主にレクリエーション教室やお楽しみ会、また「心のとも鉛筆」販
売運動を実施しています。 

会員数      ２９名 
②ひまわり会(ひとり親家庭福祉会)事務局を担当し、運営費の一部助成を行う。 

町在住のひとり親家庭及び寡婦家庭で組織され、母子及び父子並びに寡婦福祉法の理
念に基づき会員相互の親睦と福祉の向上を目的に、研修及び講習会、高齢者施設訪問等
を行っている。 

会員数      ３７名    助成金   ２７,０００円（共同募金配分金） 
③身体障害者福祉会事務局を担当し、運営費の一部助成を行う。 

壬生町身体障害者福祉会は、会員相互の親睦と身体障がい者の福祉の増進を目的にし
ており、主な活動は各種研修会、お茶の販売を行っている。 

会員数      ５２名    助成金   ４５,０００円（共同募金配分金） 
④いきいき壬雷クラブ連合会及びシルバードライバークラブの事務局を支援し、運営費の
一部助成を行う。 
いきいき壬雷クラブ連合会は、高齢者の福祉の増進を目的に、町内２８の単位老人ク

ラブで組織されており、グラウンド・ゴルフ大会、スポーツ大会、演芸大会を主な事業
に据え、研修会や講習会を行い、単位老人クラブの育成指導、また会員相互の親睦を図
っている。また、加入促進事業として、壬生町TBG協会「町民ふれあい大会」、壬生町グ
ラウンド・ゴルフ協会「交流大会」の後援を行っている。 



会員数     ９９９名    助成金  ３１５,０００円（共同募金配分金） 
⑤栃木市聴覚障害者協会の運営費の一部助成を行う。 ５,０００円 

（５）ボランティア活動の育成事業 
①ボランティアコ－ディネ－タ－の設置 
②ボランティアセンター（ボランティアの登録、紹介活動）の運営 

相談件数 ２５０件 
③ボランティア保険の加入促進と加入手続き事務を行う。 

・加入団体数６３団体、加入者数（延べ）２，１８８名、保険給付２件 
④ボランティアグループ運営費の一部助成及び活動援助を行う。５団体 １６４,０００円 
⑤高齢者疑似体験・福祉教材の貸出を行った。 ３件 
⑥介護予防ボランティア等育成・支援事業（受託事業） 

・お達者サロンリーダー研修 

開催日 令和３年１２月８日 

会 場 壬生町保健福祉センター 

講 師 栃木県レクリエーション協会 

内 容 サロン事業等の協力者（リーダー）の育成 

参加人数 ２７名 

⑦ハッピーサンタクロース事業 
・子育て世帯支援ボランティア研修 

開催日 令和３年１２月２５日 

会 場 
保健福祉センター（講義） 
みぶハイウェーパーク（実技） 
個人宅（実践・プレゼント配布） 

内 容 
サンタクロース基本学の講義や実技を学び、応募が
あった個人宅へプレゼント配布を行う。 

参加人数 ８５世帯（配布先）、２８名（ボランティア） 

（６）福祉教育活動 
①地域学校協働活動推進事業への協力 
②ハートふるるdays(ボランティアスクール)の共催（日赤救急法等講習と同時開催） 

開催日 令和３年７月２５日 

会 場 生涯学習館 

講 師 日赤栃木県支部職員 

内 容 
AED講習、胸骨圧迫法、新型コロナウイルス感染症につ
いて等 

参加人数 ２５名（町内中学生） 

③本会職員による福祉出前講座 

開催日 令和３年５月１４日 令和３年７月１５日 

会 場 南犬飼中学校体育館 羽生田小学校 

内 容 
地域の高齢者や障がい者の暮らしを
支援する仕組みや人々を知る 

障害福祉への理解と当事者からの講
話 

参加人数 南犬飼中２年生 １７５名 羽生田小３・４・５年生 ８名 

④車いすバスケットボール交流事業（小学生対象） 
車いす利用者の講話と車いすバスケットボールの体験を行う。 

開催日 会場 参加者 

１０月１８日 壬生小 ９４名 

１０月２１日 壬生北小 １３名 

１０月２２日 睦小 ４７名 

１０月２５日 藤井小 １８名 

１１月１９日 安塚小 ８４名 

１１月１９日 稲葉小 ２１名 

計 ６回 ２７７名 

（７）心配ごと相談事業(受託事業) 
①心配ごと常設相談 相談件数４件（家族関係２件、その他２件） 
②特別相談（弁護士相談）を年１２回実施した。 相談件数５０件（不動産関係１３件、



家庭関係７件、相続関係１１件、金銭関係１３件、その他６件） 
 
３ 共同募金関係事業 
（１）栃木県共同募金会壬生町支会の事務を担当 

自治会等の協力を得て次のような実績を上げた。 

目標額 ５，３６３，０００円 

実績額 ５，２４６，５１８円 

(内訳)  

自治会（戸別募金） ４，２５３，１４３円 

街頭募金 ２７，１５７円 

法人募金（３２２法人） ７６９，５００円 

学校募金 １２１，８８９円 

職域募金 ２６，３４２円 

篤志募金 ５１，５３０円 

その他の募金 １４，９３２円 

利 息 ２５円 

（２）共同募金配分金事業の実施 
①被災世帯に対する支援、見舞金支給（火災）１件 
②地域福祉推進事業への助成(町内全ての小学校８校)  計４９０,０００円 
③手話奉仕員養成講座（栃木市社協委託）開催周知に協力した。 

開催日  ４月１４日から３月１６日まで（全４５回） 
開催場所 栃木市保健福祉センター 
参加人数 町内参加者３名 

④壬生町民生委員・児童委員協議会への活動費の助成    ７２,０００円 
⑤下野保護区保護司会壬生町分区への活動費の助成     ２７,０００円 
⑥のぼり旗を使用した募金配分事業の広報活動（お達者サロン等） 

 
４ 資金貸付事業 

生活困窮者の相談を受けて、セーフティネットとしての資金貸付による自立支援を図る。 
（１）社会福祉金庫（生活一時資金として、緊急時に必要とする資金に加え、就学支援資金とし

て就学に必要な物品を購入する資金の貸付を行う。 限度額５０，０００円 

相談件数 １７２件 

新規貸付 １９件 

貸付合計額 ６９０,０００円 

償還完了件数 １０件 

償還金額（過年度分を含む。） ８４８,０００円 

（２）高額療養費 
 
５ 生活福祉資金貸付事業 

生活福祉資金貸付事業（県社協扱い） 
生活福祉資金の活用を図り、低所得者・離職者・心身障がい者・高齢者の自立更生を援助する。 
相談件数 ３０１件 新規貸付件数 ２５６件 貸付合計額 ９１,７９２,５００円 
【特例貸付】 
特例＝新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮
した世帯が対象 

貸付区分 件 数 貸付額 

①特例緊急小口資金  ９８件 １，５６２，５００円 

②特例総合支援資金  ７５件 ４０，６５０，０００円 

③特例総合支援資金（延長）  １７件 ９，９００，０００円 

④特例総合支援資金（再貸付）  ６４件 ３５，９００，０００円 

※特例貸付合計件数 ２５４件 ８８，０１２，５００円 

⑤教育支援資金   ２件 ３，７８０，０００円 

貸付合計額 ２５６件 ９１，７９２，５００円 

※総貸付件数 ７２２件  総貸付額 ３０７，９５０，０００円（R2.3月～R4.3月） 



 
６ 日常生活自立支援事業 
（１）日常生活自立支援事業（あすてらす・みぶ） 
（２）生活支援員を置き、生活支援、金銭管理サ－ビスの実施、専門員２名 生活支援員３名

金銭管理サービス３名（認知症高齢者等２名、知的障がい者１名） 

支援件数 相談件数 

２９件 ５６件 

（３）成年後見制度に関する情報収集 
 
７ 訪問介護事業（高齢福祉サービス） 
（１）訪問介護事業 

食事・オムツ交換等の身体介護及び調理・掃除等の生活支援サービスを行う。 
利用実績（月平均） 

区  分 令和３年度 令和２年度 

延べ契約者数 １６ １７ 

要介護区分 利用人数 回 数 時 間 利用人数 回 数 時 間 

実
利
用
者
数 

要介護１ １ ９ ９ ２ １２ １２ 

要介護２ ２ ５５ ５０ ２ ３７ ３９ 

要介護３ １ ８ ８ １ １１ １１ 

要介護４ １ ８５ ６８ ２ ２５ ２２ 

要介護５ １ ６９ ５８ ２ ４６ ５９ 

計 ６ ２２６ １９３ ９ １３１ １４３ 

（２）ホームヘルプ事業（介護保険法外援助） 月平均 １名 
（３）高齢者生活支援ホームヘルプ事業の実施（受託事業）契約者数５名 

延べ利用回数 ９４回 
（４）介護予防・日常生活支援総合事業第一号事業 

利用実績（月平均） 

区  分 令和３年度 令和２年度 

延べ契約者数 ２２ １８ 

要介護区分 利用人数 回 数 時 間 利用人数 回 数 時 間 

実
利
用
者
数 

要支援１ ５ ３０ ３０ ７ ３７ ３７ 

要支援２ ７ ４５ ４５ ８ ５５ ５５ 

計 １２ ７５ ７５ １５ ９２ ９２ 

 
８ 居宅介護等事業（障害福祉サービス） 
（１）居宅介護等事業 

障がいを持つ方に対し、ホームヘルプサービスを行う。 
利用実績（月平均） 

区  分 令和３年度 令和２年度 

延べ契約者数 １１ １２ 

障がい区分 利用人数 回 数 時 間 利用人数 回 数 時 間 

身体障がい者 ４ ９８ １２２ ４ １２２ １６０ 

知的障がい者 ０ ０ ０ １ ４ ４ 

精神障がい者 ６ ３３ ４２ ４ ２１ ２８ 

重度障がい者 １ ６１ １２０ １ ６６ １１５ 

計 １１ １９２ ２８４ １０ ２１３ ３０７ 

（２）養育支援事業（受託事業）契約者数 ２名 
（３）移動支援事業(受託事業) 契約者数 ４名 延べ利用回数 ７回 

 
９ 相談支援事業 
（１）特定相談支援事業 

①サービス等利用計画作成の実施 
②モニタリングの実施 

（２）障害児相談支援事業 



①障害児支援利用計画作成の実施 
②モニタリングの実施 

（３）障がい者福祉に関する利用計画作成・相談件数 

区  分 令和３年度 令和２年度 

特定相談 利用計画作成数 ４８ ５０ 

モニタリング回数 ６２ ６６ 

障害児相談 利用計画作成数 １２３ １０５ 

モニタリング回数 １１７ １２３ 

 
10 就労支援施設「むつみの森」の管理経営（指定管理者） 

（指定管理期間：令和３年度から令和４年度） 
障がい者が自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう一人一人の意思及

び人格を尊重し、障がい者の立場に立った障害福祉サービスの提供を行う。 
（１）就労移行支援事業   利用者 １名 延べ利用者数  ２１９名 

個別支援計画に基づき、面接練習、履歴書記入練習、ハローワークへの同行、障害者職業
センター同行、マナー講習会を行う。就労支援の実施、就労後の定着支援の実施、企業実習の
実施向上のための訓練を行う。１人当たり平均月額工賃 ２２，６６９円 

（２）就労継続支援Ｂ型事業 利用者２３名 延べ利用者数５，５５８名 
個別支援計画に基づき、一人一人の生活ニーズに合わせて働く場を提供する。 
１人当たり平均月額工賃 ２２，３８０円 

①企業から作業を請負い、室内作業を行う。 
・PCR検査キット等 

②ペットボトル圧縮処理梱包作業（受託事業）・売却事業を行う。 
・受託製造数 ２，５２０個（ブロック） 売却数     ６６０個（ブロック） 

③空き缶プレス作業（法人本部からの受託事業） 
・空き缶回収協力団体：獨協医科大学病院 他２４団体・個人 

④ジャム（苺、ブルーベリー、りんご、ゆず、「音羽シェフ監修の苺、りんご、なし」、
トマト、なし、にんじん、ルバーブ、キウイ、苺とトマトのミックス）、パンの缶詰を製
造、販売。 
・販売数 ジャム：２,８５７個（お殿様のジャムを除く）  パンの缶詰：３７３個 

⑤お殿様のお米の製造・販売。（藩校サミット応援プロジェクト） 
・販売数 １㎏入：８８８袋  ２㎏入：２５２袋 

⑥お殿様のジャム、Tono愛果ジャムの製造・販売。(藩校サミット応援プロジェクト） 
・販売数 お殿様のジャム：１，０６６個  Tono愛果ジャム：６９９個 

⑦「アマビエ」「とちまるくん」「ピースマーク」などのアイロンビーズの製作、販売。 
・販売数 １,６４３個 

⑧自主生産品の販路開拓による販売先 
とちまるショップ（東京スカイツリー内）、栃木県観光物産協会（とちびより、おいで

よ！とちぎ館）、イオン栃木店、オンラインショップ（とちぎのいいものオンライン物産
展、ＥＣサイトとちぎもの） 

 
11 日中一時支援事業 

一時的に見守り等の支援を行う日中一時支援事業（受託事業） 
日中における障がい児・者の活動の場の提供及び、監護する者がいない場合の一時的な

見守り等の支援を行う。 
・利用登録者数２５名 延べ利用回数１，４０５回 

 
12 こども発達支援センター「ドリームキッズ」の管理経営（指定管理者） 

（指定管理期間：令和３年度から令和４年度） 
（１）児童発達支援事業 

障がいのある未就学児に、日常生活における基本動作や集団生活への適応を図るため、
障がいの程度に応じて適切な指導及び訓練を行う。 

利用登録者数２２名 延べ利用人数９７６名 （無料体験利用者１２名） 
・専門療育指導(言語療法２２名、作業療法１５名、臨床心理士による就学相談７名 
保護者勉強会４名、ペアレント７名）※コロナ禍により専門療育等は縮小 



（２）放課後等デイサービス事業 
就学している児童を対象に、放課後や長期休暇のデイサービスを行い、生活能力の向上

のために必要な訓練を行い、社会との交流を図ることができるよう指導及び訓練を行う。
（開園時間を１８時まで延長） 
利用登録者数２０名 延べ利用人数１，７６４名 
・専門療育指導（言語療法８名、作業療法３名） 
※栃木特別支援学校他、今年度より保護者のニーズに応じ、町内２ヶ所の小学校への迎
えを開始。利用回数５７６回 延べ利用人数１，４７８名 

（３）保育所等訪問支援事業 
集団生活を営む施設において、適応に困難がある利用者に対し、保護者からの要請に応

じて利用者の在籍する保育所等を訪問し、専門的な支援及び訪問先施設の保育士等に対す
る支援を行う。（１回：１名、臨床心理士同伴） 

・利用人数２名 ※コロナ禍により幼稚園、保育園が受け入れを見合わせた。 
 
13 放課後児童健全育成事業 

放課後や夏休みなどの長期休みに両親が共働きなどで、日中保護者が家庭にいない小学生児
童を対象として、保護者に代わって保育する。 
①児童が宿題・自習等の学習活動を自主的に行える環境を整え、必要な援助を行う。 
②基本的生活習慣についての援助、自立に向けた支援を行う。 
ア指定管理（実施場所）令和４年３月３１日現在 

クラブ名 実施場所 正会員数 長期休暇会員数(臨時会員含む) 

ベリーキッズクラブ 壬生小学校校庭内 ７０名 ９名 

睦っ子児童クラブ 睦小学校校庭内 ５３名 ２１名 

ひいらぎ第１児童クラブ 安塚小学校校庭内 ４４名 ６名 

どんぐり児童クラブ 壬生東小学校校庭内 ６０名 ２０名 

北っ子児童クラブ 壬生北小学校校舎内 ２７名 ５名 

 
イ受託事業（実施場所）令和４年３月３１日現在 

クラブ名 実施場所 正会員数 

ひいらぎ第２児童クラブ 子育て支援センターつばめ内 ２８名 

 
14 生活支援体制整備事業（公益事業） 

高齢者が自分の住み慣れた地域で自分らしい生活を最期まで送ることができる地域共生社会
の実現を目指す。地域支え合い推進員を配置し、情報収集、担い手育成・活動サポート、行
政・専門職との連携などを行う。（受託事業） 

（１）地域資源の状況把握、不足するサービス・支援の創出 
（２）ボランティア等担い手育成・活動サポート 

①地域ささえあいサポーター養成講座の実施 
開催日  令和３年１０月２８日、１１月１１日、１１月２５日（全３回） 
開催場所 生涯学習館 講堂 
内 容  介護保険制度・地域包括ケアシステム・認知症・接遇について、車いす介助の

実技 
参加人数 延べ参加者数 ３７名 

②つなぐ輪みぶ（生活支援有償ボランティア）交流会の実施 
開催日  令和３年４月２８日、１１月４日 
開催場所 生涯学習館 講堂 
参加人数 延べ参加者数 ４１名 

（３）行政・専門職との連携 
①包括定例会の参加 １１回 
②地域包括ケアシステム会議（第１層協議体）の参加 １回（書面決議） 

 
15 収益を目的とする事業の実施 
（１）自主財源を確保し、社会福祉事業を推進する目的で、次の収益事業を行う。 

①黒川の里ふれあいプール売店の運営委託 
※新型コロナウイルス感染対策として、プール運営中止のため委託せず。 



②印紙売りさばき、郵便切手販売を行う。 役場：２５件 関係団体等：４６件 
③空き缶プレス事業 収益額       １,８６９,４４９円 
・収集実績  アルミ：８,６５９kg スチール：５,９１２㎏ 

④ペットボトルキャップ売却事業 収益額   １２２,８２０円 
・収集実績 ５,３４０㎏ 

 
16 日本赤十字社への協力 
（１）日本赤十字社栃木県支部壬生町分区の事務を担当 （町からの事務委任） 
（２）日本赤十字社募金運動(６月) 

自治会等の協力を得て次のような実績を上げた。 

目標額 ４,２４５,０００円 

実績額 ４,０８７,０８４円 

(内訳)自治会（戸別募金） ４,０８７,０８４円 

（３）日本赤十字社交付金事業の実施 
①青少年赤十字活動を含む福祉活動への助成 １３５,０００円（中学校２校、高校１校） 
②被災世帯に対する支援（災害時の機材、消耗品の備蓄） 
令和３年台風第９号対応 県日赤に毛布３００枚を要請 

③赤十字救急法等講習会の開催 

開催日 令和３年７月２５日 令和３年１０月２６日 令和４年１月１１日 

会 場 生涯学習館 保健福祉センター 
壬生町子育て支援センタ
ーつばめ 

講 師 日赤栃木県支部職員 日赤栃木県支部職員 日赤栃木県支部職員 

内 容 救急法短期講習 
AEDの使い方 
児童に対する応急手当 

幼児安全法短期講習 

参加人数 
小１３名＋中２５名＋ 
親１１名計４９名（親子教室） 

２０名（学童支援員） １０名 

（４）壬生町赤十字奉仕団の活動援助を行う。 団員５０名 
（５）災害義援金等の受入・協力 

①災害義援金、救援金の受入 
・令和３年７月大雨災害義援金          １件 １,２０７円 
・令和３年台風第９号等大雨災害義援金      １件 １,２００円 
・ウクライナ人道危機救援金       ４０２件 ３１５,８０９円 

（６）令和３年度日本赤十字社壬生町分区事務費・事業費決算額 

収入金額 １,３７０,６４８円 

事務費交付金収入 ４０８,７０８円 

事業費交付金収入 ４０８,７０８円 

雑収入 １９円 

災害等資金積立金取崩収入 ３５３,２１３円 

一時繰入金（募金会計） ２００,０００円 

支出金額 １,０６１,２２４円 

事務費交付金 ７５,６３４円 

通信運搬費（事務） ４６,０００円 

消耗品費 ６,９３０円 

委託費 ２２,７０４円 

事業費交付金 ７８５,５９０円 

災害救護費 １８９,４６２円 

救急法等普及費 ２,６０９円 

青少年赤十字費 １３５,０００円 

広報活動費 １４６,６７９円 

事務的経費（事業） ３１１,８４０円 

繰出金（募金会計） ２００,０００円 

差引金額 ３０９,４２４円 

 


